
���
�����	
abcde
f��
� � � �
���������������� �!��
" # $%%&�'%&%''%
�	
cde�
()*+,-./
" # $%%&�'%&01$�
23 �'4��


5678�9� 1:$;
<
5 = �>$$$;

�
�
�
�

�

�

�

�

	




a

b

c

d

e

f

�

�




�

�

�

��
�
�
�
�
��
��

�
�
�
�



�
�
��
�
�
�
�
��
��

�
�
�
�



�
 
!
"

#

$

%

&

'

(

)

*
+
,
-
.

/

0

1

2

3
4
d
5
�
6
7
�
8
9
�


�
�

�
��
�
�
�
:
:
���

�
�
�
�



;
<

=
>

?

@

A

B

C

D

E

F
G
H
d
�
6
I
�
8
9

�
�
J�
�
�
�
:
��
��

�
�
�
�



K
L
d
M
6
N
O
�
8
9

�
��
�
�
:
:
��
��

�
�
�
�



P
Q
�
�
�
�
��

�
:
:
�



�
�

�
�

R

S

�

�

	




a

F
G
H
d
T
U
�
�
�
�


V
�
:

�
��
�
�
�
:
�J
�
��

:
:
�
�



W
X
Y
Z
[

W

X

d

\

L

�

�

�




V

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�



]
^

!
"

_

`

%

&

'

(

)

g
h
d
i
j
k
7
�
6
5
�
8
9

�
��
�
�
�
�J
�
�
��

�
�
�
�



W
X
l
m

W
X
d
\
N
n
M
�
8
9
�
M


V

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�



;
<

=
>

o

p

A

B

C

D

E

q
r
d
s
L
�
�
�
t
�
�

u�
�
�
�
�
��
��

�
:
�
�



g
h
d
7
k
v
w
�
6
�
8
9

u�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�



x
y
d
z
{
7
�
�
t
�
t
:

u�
�
�
�
�
��
��

�
�
�
�



b
c
d
|
}
G
�
�
t
�
t
�

u�
�
�
�
�
��
��

�
�
�
:



�
�
�
�

~

�

�

�

	




a

�
�
d
�
�
�
8
9
�


�
M
�
�

�
�
�
�
�
��
��

�
�
�
�



�

��
�
�
�
�
��
��

�
�
�
�



�
 

!
"

�

�

%

&

'

(

)

g
h

d

i

j

k

n

�

6

5

�

8

9

�

��
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
:



�
�
A
B
C
D
E
�
�
�
�

l

m

�

�

0

�

�

K

L

d

�

6

N

M

�

8

9

�

��
�
�
:
:
��
��

�
�
�
�



�
�
�
�

�

�

�

�

	




a

*
+
,
-
.

�

s

g

h

d

i

j

k

n

�

6

I

:

8

9

�
�
*
+�
�
�
�
��
�
��

�
�
�
:


�
�



�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������

受講生の人たち

二二
十十
一一
年年
度度
のの
要要
約約
筆筆
記記
奉奉
仕仕
員員
養養
成成
講講
座座
がが
始始
まま
るる

〜〜
二二
十十
名名
のの
受受
講講
生生
がが
道道
内内
各各
地地
かか
らら
〜〜

�
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
主
催
の
「
平
成
二
十
一
年
度
要
約
筆

記
奉
仕
員
養
成
講
座
」（
北
海
道
委
託
事
業
）
が
八
月
二
十
三
日
�
か
ら

札
幌
市
内
で
始
ま
っ
た
。
こ
の
講
座
は
、
手
話
通
訳
の
困
難
な
中
途
失
聴

者
や
難
聴
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
、
講
演
会
な
ど
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
の
活
躍
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
要
約
筆
記
技
術
の
指
導
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
要
約
筆
記
奉
仕
員
を
養
成
し
、
聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
基
本
的
な
権
利
を
保
障
し
、
聴
覚
障
害
者
の
福
祉

の
増
進
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

一
日
目
は
、
八
月
二
十
三
日
、
午

前
十
時
か
ら
開
講
式
が
行
わ
れ
、
北

わ

だ

し
ん

い
ち

身
協
常
務
理
事
和
田
真
一
か
ら
、「
皆

さ
ん
方
は
、「
合
理
的
配
慮
」
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思

う
が
、
こ
れ
は
国
連
で
採
択
し
た
障

害
者
の
権
利
条
約
の
中
で
言
っ
て
い

る
言
葉
で
す
。こ
の「
合
理
的
配
慮
」

と
は
、�
障
が
い
の
あ
る
人
が
そ
う

で
な
い
人
と

同
等
の
権
利

や
自
由
を
行

使
で
き
る
た

め
に
行
う
必

要
か
つ
適
切
な
変
更
や
調
整
の
こ
と

で
、
過
重
な
負
担
を
伴
な
わ
な
い
も

の
�
で
す
。

ろ
う
あ
者
へ
の
手
話
通
訳
の
配

置
、
中
途
難
失
聴
者
に
対
す
る
要
約

筆
記
通
訳
の
配
置
は
ま
さ
に
こ
れ
に

当
た
り
ま
す
。
以
前
は
こ
の
よ
う
な

配
慮
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
条
約
で
は
こ
の
合
理
的

配
慮
を
行
わ
な
い
こ
と
は
差
別
に
当

た
る
と
言
っ
て
い
る
。」と
紹
介
し
た
。

そ
の
後
、
昔
、
隣
に
同
席
し
た
聴

覚
障
害
者
と
の
要
約
筆
記
を
通
し
た

自
ら
の
体
験
談
を
披
露
し
、「
要
約

筆
記
は
、
中
途
失
聴
者
や
難
聴
者
に

と
っ
て
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
で
あ
り
、
皆
さ
ん
方
が
休
み

に
当
た
る
土
曜
日
、
日
曜
日
に
、
こ

の
養
成
講
座
に
出
席
す
る
こ
と
は
大

変
な
こ
と
と
思
う
が
、
要
約
筆
記
通

訳
者
を
目
指
し
、
最
後
ま
で
受
講
し

て
欲
し
い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
要
約
筆
記
通
訳
ボ
ラ
ン
や
ま

や
す

テ
ィ
ア
の
会
「
は
ま
な
す
」
の
山
靖

こ子
代
表
か
ら

「
今
日
か
ら

十
二
月
ま
で

の
長
い
期
間

の
養
成
講
座

と
な
り
ま
す
が
、
十
二
月
に
は
皆
さ

ん
全
員
が
修
了
で
き
る
よ
う
頑
張
っ

て
欲
し
い
。」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

な
か

も
り

続
い
て
事
務
局
中
森
書
記
か
ら
受

講
に
当
た
っ
て
の
注
意
事
項
な
ど
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
十
時
二
十
分
か
ら
、
最

初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
聴
覚
障

害
者
の
基
礎
知
識
」
と
題
し
て
、
札

し
ん

た
に

と
も

こ

幌
医
科
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
新
谷
朋
子

講
師
か
ら
図
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を

用
い
て
聴
覚

の
構
造
、
音

の
伝
わ
る
仕

組
み
、
聴
覚

検
査
、
補
聴

器
、
人
工
内

耳
な
ど
、
医

学
専
門
的
な

内
容
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
い
講
義
が
行
わ
れ
た
。

午
後
か
ら
は
、「
中
途
失
聴
者
・

難
聴
者
の
臨
床
心
理
」
と
題
し
て
、

か
わ

ば
た

あ
や

札
幌
医
科
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
川
端
文

理
療
専
門
員
（
言
語
治
療
士
）
か
ら

講
義
が
行
わ

れ
た
。

そ
の
後
、

要
約
筆
記
通

訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
会
「
は
ま
な
す
」
の
山
靖
子

代
表
か
ら
講
師
紹
介
と
し
て
同
会
員

の
紹
介
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
二
十
名
の
受
講
生
一
人

ひ
と
り
か
ら
、
自
分
の
出
身
地
、
氏

名
、
受
講
動
機
な
ど
を
述
べ
る
一
分

間
自
己
紹
介
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、「
中
途
失
聴
者
・
難
聴

者
の
体
験
談
」
と
題
し
て
北
海
道
中

お
お

は
し

み

途
難
失
聴
者
協
会
旭
川
支
部
大
橋
美

ち

こ

智
子
氏
が
講
義
を
行
っ
て
、
一
日
目

の
講
習
が
終
了
し
た
。

こ
の
養
成
講
座
は
、
八
月
二
十
三

日
か
ら
十
二
月
十
三
日
ま
で
の
期
間

の
土
曜
日
又
は
日
曜
日
の
十
二
日

間
、
延
べ
五
十
二
時
間
、
開
催
さ
れ
、

「
は
ま
な
す
」
の
会
の
各
講
師
や
外

部
講
師
に
よ
り
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
や

Ｏ
Ｈ
Ｐ
（
透
明
な
シ
ー
ト
の
上
に
書

い
た
文
字
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
す

る
装
置
）
を
使
っ
た
要
約
筆
記
の
実

習
、
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
な
ど
、
多

彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
。

発行人
（社団）北海道身体障害者
福祉協会会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行
会員購読料（年）９０円

（会費に含む）
非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

国立北海道障害者職業能力開発校の

学生を募集中
訓練科目
総合ビジネス科、建築デザイン科

プログラム設計科、ＣＡＤ機械科

総合実務科

●お気軽にお問合せください。

電話 ０１２５－５２－２７７４

住所 砂川市焼山６０番地

流流
行行
がが
懸懸
念念
ささ
れれ
るる
新新
型型
イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
へへ
のの
対対
応応

〜〜
身身
近近
なな
医医
療療
機機
関関
でで
受受
診診
でで
きき
まま
すす
〜〜

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
全
国
的
な
流
行
期
に
入
り
、
今
秋
以
降
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
双
方
が
大
流
行
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
め
、
北
海
道

で
は
、
そ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
情
報
を
発
信
し
、
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
、
手
洗
い
・
う
が
い
の
励
行
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
励
行
を
し
、
感
染
し
な

い
よ
う
注
意
す
る
と
と
も
に
、
特
に
、
慢
性
の
病
気
を
持
っ
て
い
る
人
、
妊
娠
中
の
人
、
基

礎
疾
患
等
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
か
か
り
つ
け
医
の
指
導
も
受
け
な
が
ら
十
分
な
健
康
管
理

に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
北
海
道
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応

の
概
要
な
ど
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応

こ
れ
ま
で
発
熱
等
の
症
状
が
あ
る

人
は
、
ま
ず
、
保
健
所
の
「
発
熱
相

談
セ
ン
タ
ー
」
に
電
話
し
て
か
ら
指

定
さ
れ
た
「
発
熱
外
来
」
へ
受
診
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
八

月
十
日
か
ら
身
近
な
医
療
機
関
で
直

接
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
急
な
発
熱
、
咳
、
の
ど
の
痛
み
、

鼻
水
な
ど
の
症
状
が
あ
る
人
の
受
診

時
の
留
意
事
項

①
受
診
し
よ
う
と
す
る
医
療
機
関
に

事
前
に
電
話
連
絡
し
、
受
診
時
間

帯
や
受
診
方
法
な
ど
の
指
示
を
受

け
る
こ
と
。

②
検
診
や
他
の
病
気
で
受
診
す
る
方

な
ど
へ
の
感
染
防
止
の
た
め
マ
ス

ク
を
着
用
す
る
こ
と
。

③
医
療
機
関
へ
は
マ
イ
カ
ー
で
行
く

な
ど
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
は

で
き
る
だ
け
避
け
る
こ
と
。（
公

共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
場
合
は

マ
ス
ク
を
着
用
）

④
慢
性
の
病
気
を
持
っ
て
い
る
人

は
、「
か
か
り
つ
け
医
」
に
電
話

連
絡
し
て
か
ら
受
診
す
る
か
、「
か

か
り
つ
け
医
」
が
紹
介
す
る
医
療

機
関
に
受
診
す
る
こ
と
。

⑤
妊
娠
中
の
人
は
「
か
か
り
つ
け
の

産
婦
人
科
医
」
に
電
話
連
絡
し
、

受
診
す
る
医
療
機
関
の
紹
介
を
受

け
る
こ
と
。

⑥
受
診
医
療
機
関
が
わ
か
ら
な
い
場

合
は「
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
」（
各

保
健
所
に
設
置
）
に
電
話
で
照
会

す
る
こ
と
。

▼
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
対

策
（
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
対
策
が
有
効
）

①
う
が
い
・
手
洗
い
・
マ
ス
ク
を
励

行
す
る
こ
と
。

②
充
分
な
栄
養
や
睡
眠
に
よ
り
体
力

や
免
疫
力
を
高
め
、
感
染
し
に
く

い
状
態
に
保
つ
こ
と
。

③
外
出
時
等
の
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

を
励
行
す
る
こ
と
。

④
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
を
受
け
て
お
く
こ
と
。

⑤
発
生
に
備
え
て
日
用
品
な
ど
を
備

蓄
し
て
お
く
こ
と
。

※
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
と
は
、
周
囲

の
人
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
な
思
い

や
り
と
心
が
け
（
具
体
的
に
は

咳
・
く
し
ゃ
み
が
出
る
よ
う
な
ら

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
な
ど
）

▼
問
合
せ
先
―
最
寄
の
保
健
所

全
道
身
障
者
福
祉
大
会
夕
張
大
会
の

成
功
に
向
け
て

全
道
大
会
夕
張
大
会
も
あ
と
一
月

で
す
。
当
日
は
全
道
各
地
か
ら
障
が

い
者
の
方
、
家
族
の
方
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
、
福
祉
関
係
者
な
ど
七
百

名
を
超
え
る
大
勢
の
人
た
ち
が
「
ゆ

う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」

に
会
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
開
催
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
夕
張
市
で
は
市
民
一

人
ひ
と
り
が
力
を
合
わ
せ
、
汗
を
か

き
な
が
ら
財
政
再
建
途
中
で
す
の
で
、

こ
の
よ
う
な
地
域
事
情
も
考
慮
し
一

人
ひ
と
り
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
と
重
な

る
の
で
マ
ス
ク
の
励
行
な
ど
予
防
対

策
を
シ
ッ
カ
リ
行
な
う
と
と
も
に
、

大
会
当
日
、
病
み
上
が
り
や
体
調
不

良
気
味
、
発
熱
症
状
の
あ
る
方
は
、

参
加
を
自
粛
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

講義中の札医大川端理療専門員

守

「はまなす」の会の山代表

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

北身協和田常務理事

講義中の札医大新谷講師

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
�
〇
九
三
一
番

（平成２１年９月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第６６６号）（１）
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パパ
ソソ
ココ
ンン
教教
室室（（
登登
別別
開開
催催
））

のの
受受
講講
者者
をを
募募
集集
しし
てて
まま
すす

北
身
協
で
は
十
一
月
に
登
別
市
で

開
催
す
る
障
害
者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
の
受
講
希
望
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
希
望
者
は
、
期
限
ま
で
に
電

話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
な
お
、
募
集
は
先
着
順
で
受

付
け
募
集
人
員
ま
で
と
し
ま
す
。

【
募
集
内
容
】

▽
開
催
日
時

十
一
月
十
七
〜
十
九
日

▽
開
催
場
所

登
別
市
市
民
会
館

▽
募
集
人
員

七
名

▽
申
込
期
限

十
一
月
十
日

▽
申
込
先

北
身
協
事
務
局

電

話

〇
一
一
―
二
五
一
―
一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
―
二
五
一
―
〇
八
五
八

町町
村村
協協
会会
だだ
よよ
りり
��
（（
空空
知知
支支
庁庁
管管
内内
由由
仁仁
町町
））

〜〜
障障
害害
者者
のの
在在
宅宅
のの
生生
活活
をを
よよ
りり
良良
くく
すす
るる
たた
めめ
にに
〜〜

第
四
十
九
回
と
し
て
紹
介
す
る
協

会
は
、
空
知
管
内
の
最
南
端
に
位
置

し
「
ひ
ょ
う
た
ん
型
」
の
地
形
の
町

で
あ
り
、
周
り
に
夕
張
市
、
千
歳
市
、

長
沼
町
、
栗
山
町
が
隣
接
す
る
農
業

の
町
で
あ
る
由
仁
町
身
障
者
福
祉
協

会
（
辻
谷
憲
弘
会
長
）
で
す
。

同
協
会
は
、
平
成
二
十
年
六
月
二

十
五
日
北
海
道
身
体
障
害
者
新
聞
で

「
新
規
会
員
加
入
促
進
事
業

二
十

人
の
会
員
増
実
現
」
と
し
て
紹
介
し

た
協
会
で
す
。

今
回
、
同
協
会
か
ら
こ
の
障
害
者

新
聞
を
通
し
て
多
く
の
方
々
に
由
仁

町
身
障
者
福
祉
協
会
の
活
動
を
伝

え
、
こ
れ
か
ら
も
会
員
や
家
族
の
在

宅
生
活
を
よ
り
良
く
し
て
い
き
た

い
、
と
い
う
熱
い
思
い
を
持
っ
て
投

稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

由
仁
町
身
障
者
福
祉
協
会
の
紹
介

同
協
会
は
、昭
和
二
十
五
年
に「
北

海
道
身
障
者
福
祉
協
会
」
設
立
を
機

に
、
町
内
の
有
志
が
分
会
の
設
立
準

備
会
を
発
足
さ
せ
、
昭
和
二
十
八
年

二
月
に
由
仁
分
区
と
し
て
設
立
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
六
年
に

は
会
員
数
が
二
百
名
を
超
え
ま
し
た

が
人
口
減
と
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り

減
少
を
続
け
、
平
成
十
九
年
に
は
七

十
余
名
と
激
減
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
二
十
年
に
お
い

て
、
町
福
祉
課
の
支
援
・
協
力
を
受

け
な
が
ら
、
協
会
の
活
動
を
通
し
て

新
規
会
員
の
加
入
を
呼
び
か
け
、
そ

の
結
果
、
三
十
名
近
く
が
入
会
し
、

現
在
で
は
会
員
数
が
九
十
七
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
役
員
及
び
執
行
体
制
は
、

辻
谷
会
長
の
下
、
副
会
長
二
名
、
相

談
役
二
名
、
理
事
（
会
計
、
総
務
、

地
区
委
員
を
含
む
）
十
二
名
及
び
監

事
二
名
の
十
九
名
の
体
制
で
、
地
域

活
動
に
つ
い
て
は
会
長
、
副
会
長
、

相
談
役
、
会
計
担
当
理
事
の
計
五
名

と
十
名
の
理
事
で
、
毎
月
の
新
聞
配

布
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
集
収
・

提
供
な
ど
、
地
域
の
会
員
や
家
族
と

の
関
わ
り
を
大
事
に
し
な
が
ら
取
組

ん
で
い
ま
す
。

主
な
年
間
行
事
及
び
事
業
活
動
内
容

▽
三

月
―
総
会
・
会
員
交
流
会

▽
七

月
―
空
知
支
庁
管
内
身
障
者

福
祉
大
会
参
加

▽
七

月
―
宿
泊
見
学
旅
行
（
二
泊

三
日

日
中
バ
ス
見
学
）

会
員
、
家
族
、
友
人

▽
九

月
―
由
仁
町
福
祉
の
つ
ど
い
・

ふ
れ
あ
い
広
場
参
加

▽
九

月
―
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会

開
催

▽
十
一
月
―
由
仁
町
文
化
祭
出
展

（
展
示
コ
ー
ナ
ー
設
置
）

▽
毎

月
―
北
海
道
身
体
障
害
者
新

聞
を
全
会
員
に
配
布

▽
随

時
―
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報

収
集
・
提
供

由
仁
町
身
障
者
福
祉
協
会
の
Ｐ
Ｒ

▽
同
協
会
は
、
身
障
者
福
祉
の
向
上

を
目
指
し
、
高
齢
化
・
重
度
化
し

て
き
て
い
る
障
害
者
の
在
宅
の
生

活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
、
社
会

参
加
の
確
保
を
目
的
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

▽
町
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
農
業
団

体
・
町
内
企
業
か
ら
活
動
支
援
が

あ
り
ま
す
が
、
行
事
に
参
加
す
る

会
員
や
家
族
等
か
ら
も
参
加
費
を

負
担
し
て
も
ら
い
団
体
活
動
の
有

効
性
を
重
視
し
な
が
ら
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

▽
今
後
、
活
動
に
対
す
る
支
援
は
、

経
済
的
な
も
の
の
ほ
か
、
多
く
の

方
々
の
人
的
、
活
動
手
段
等
の
行

動
と
い
っ
た
地
域
の
力
を
得
な
が

ら
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

地上デジタル放送を見るための簡易なチューナー給付などの支援
【総務省からのお知らせ】
平成２３年７月にアナログ放送が終了し、地上デジタル放送へ移
行します。総務省では、経済的な理由等で地上デジタル放送が見られ
ない世帯（具体的にはＮＨＫ受信料全額免除世帯が対象です。）に
対して、簡易なチューナーを無償給付するなどの支援を行います。
支援開始は平成２１年度の秋以降を予定。具体的な申込み先、受
付開始時は、準備が整い次第、改めてお知らせします。
なお、支援の申込みには、ＮＨＫと受信契約を結び、全額免除の
適用を受けることが必要ですので、なるべく早めに契約手続等をお願
いします。
また、支援は現物給付で、ご自身で購入したチューナー、アンテナ等
の費用の精算はできませんので注意してください。
【お問合せ先】 総務省地デジコールセンター ０５７０－０７－０１０１

平成２１年度 初級障害者スポーツ指導員養成講習会の開催案内
本道の障害者スポーツ指導者の育成を図るため、本年度も次の
とおり「初級障害者スポーツ指導者養成講習会」を開催しますの
で受講希望者は期限までに申し込んでください。
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●
文
芸
に
投
稿
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い

最
近
、
宛
先
が
明
確
で
な
い
た
め

郵
便
事
業
者
等
が
配
達
先
を
迷
う
と

い
う
事
例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

宛
先
は
次
の
通
り
記
載
願
い
ま
す
。

な
お
、
短
歌
等
の
文
芸
区
分
は
作

品
の
前
な
ど
に
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

【
宛
先
】
０６０
―

０００２

札
幌
市
中
央
区

北
二
条
西
七
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
四
階

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
宛

リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
一
四
〇
九

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

開 催 内 容 等

障害者の適性に応じたスポーツやレクリエーションの実施

方法及びリハビリテーションとの関連性等について研修を行

い、主として身近な障害者に対してスポーツの喜びや楽しさ

を理解させるための指導者を育成することを目的とする。

財団法人 北海道障害者スポーツ振興協会

財団法人 日本障害者スポーツ協会

平成２１年１０月３０日（金）～１１月１日（日） ３日間

北海道青少年会館

住所 札幌市南区真駒内柏丘７丁目８番１号

電話 ０１１－５８１－１１４１

平成２１年４月１日現在、１８歳以上の者で、道内に在住し、

障害者スポーツの振興に意欲を持っている者。

４０名（定員を超えた場合は抽選）

５，０００円（納入方法は別途通知）

所定の申込書により平成２１年９月３０日（水）（必着）までに

次の申込み先へ郵送若しくはＦＡＸ・Ｅメールすること。な

お、電子データの様式を希望する者は、下記のアドレスまで

電子メールを送信すること。

〒０６０�０００２札幌市中央区北２条西７丁目 かでる２・７ ４階
財団法人 北海度障害者スポーツ振興協会

電 話 （０１１）２６１－６９７０

ＦＡＸ （０１１）２６１－６２０１

Ｅメール haneda@do�syospo．or．jp
財団法人 北海道障害者スポーツ振興協会

区 分

１ 目 的

２ 主 催

３ 後 援

４ 期 間

５ 場 所

６ 受 講

対 象 者

７ 定 員

８ 受 講 料

９ 申し込み

１０ 問合せ先

安平町でのパークゴルフ交流会（平成２０年９月）

町民文化祭への出品作品の数々

空知支庁管内身障者福祉月形大会
（平成２１年８月）

（２）（第６６６号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２１年９月２５日）


